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患者の状況をみていても援助と結び付けて実施すること
が難しいことが伺える．学生の援助が安全に行われるた
めには，教員からの指導が必要なことを示唆している．
【指導に食い違いがないようにしてほしい】については，
学生の考えと教員の指導について食い違いが生じて困っ
たことを挙げている．学生の考える援助について，よく
耳を傾け教員も理解することが求められる．
　黒田他（2010）は学生が受け入れられなかった指導に
ついて「方向性が定まらない指導」のなかに「あいまい
な指導・少なすぎる助言」「解決に至らない指導」「一貫
性のない指導」などを挙げている．今回の学生の要望の
カテゴリをみても，学生は指導に対して「言葉だけでは
わからない」や「食い違いがないようにしてほしい」な
ど指導について困惑していた．教員は，学生が実習で困
惑しないように具体的に方向性を示す指導を行う必要性
を示唆しているものと考える．
　また，援助する時に役立った指導内容をみると【患者
の状態や状況に沿う援助に導いてくれたり，発問により，
援助の目的や必要性を確認してくれた】，【何気ない会話
や患者の生活の様子から，情報収集ができることを見せ
てくれたり教えてくれた】など，学生が援助に未熟であ
ることから生じる事柄に対して教員が学生に実践して見
せることで学生の実践的な学びに影響を与えていたこと
がわかった．藤岡，目黒（2004）は「学生が患者のとこ
ろで起こっていることを自分の言葉で意味づけることを
励まし，何が看護で，何がそうでないのかをつかんでい
くことを支援する」と述べている．学生が，教員の実践
を目の当たりにして，看護の実践とはどのようなことか
を理解していくことができたのではないかと考える．看
護は言葉だけでは伝わりにくいことでも，教員のモデル
を示していくことが求められる．
2．学生への支援となる指導
　学生が教員の指導を評価した．結果では，効果的では
なかった指導というものは少なかった．学生が良い指導
であったと評価する理由の多くは「自分のためになった」
や「患者のためになった」と語っている．役立った指導
の理由をみると【考えてもわからず自信がない時に，援
助の必要性や目的，方向性を示してくれて，違う方向か
ら考えることができたり，意味がわかった】，【自分が必
死で不安や焦りを感じているときに後押ししてくれて心
強かった】とあるように，教員による迷ったときの支援
と精神的支援が挙げられている．学生は教員に，学生を
支え導くことを求めていると考える．藤岡，目黒（2004）
は看護教育を「学生が自分の看護を育てること，それを
促し，励ますのが看護教育者の仕事の中心である」と述
べている．教員は，学生の心情を汲み取りながら，励ま
し，学生の成長につながるように支援していくことが必
要であると考える．
3．学習環境を整える
　実習では，学生と教員だけではなく，指導者や患者と
の関わりも重要な位置を占める．学生が援助をする際に
は学生の都合だけで実施はできない．初学者が初めて看
護援助を行おうとする時には，患者の安全が守られるか，
安楽が保たれるかを考慮しなければならない．今回，教
員が実際に時間調整をしたり，役割調整をしたりするか
質問したところ，学生が時間調整したり，役割調整をし
たりしていることが多かった．臨地では教員は複数の病
棟を指導していることも明らかになり，教員が常に学生
の行動を確認することが難しいことが推測できる．杉森，
舟島（2016）は実習指導過程における環境調整について，
4つの側面を指摘している．すなわち「指導のための空
間の確保と維持」「教員自身の患者，医療スタッフとの
円滑な相互行為」「学生の使用する物品の調整・調達」「学
生と医療スタッフ間のかかわりの推進」である．学生が
援助を実施するということは，患者と関わり，指導する
教員や指導者らと関わることに他ならない．この際にい
つ，だれと，どのような役割分担で援助を実施するかを
調整していくことは教員の役割であると考える．しかし
ながら，【自分たちで話し合い，患者の予定を考えたり，
時間変更にも対処したりしながら，援助や時間を調整し
なおした】など，実際には学生間で話し合い，教員や指
導者の指導を受けて調整していることがわかった．この
調整について学生の評価をみると【自主的にグループで
協力して調整したことで，互いの予定が把握でき，チー
ムワークがよくなった】と語っており，学生は必ずしも
教員の調整を必要としないこともある．しかし，同時に
【患者によって援助は違うし，先生や指導者と時間が合
わず，自分たちではわからなくて困ったから調整してほ
しかった】とも答えており，学生の調整は難しさもある
と考える．臨地実習の場は様々な環境にあり，指導体制
の調整が困難なこともあるが，教員は学生の円滑な実習
を推進するために積極的に関わる必要性も示唆された．
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Ⅵ．結　　論
1． 実習指導では学生の課題を見つけること，学生が困
惑しないように具体的に方向性を示すこと，教員が
モデルを示していくことが必要である．
2． 学生にとって支援となる指導は，学生の心情を汲み
取り，学生の成長につなげる支援であった．
3． 学習環境を整えるためには，学生の円滑な実習を推
進するためにも教員は調整していくことも重要であ
る．
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